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JA秋田みなみ女性部天王地区の「青空市場グループ
（会長　奈良孝子）」による農産物直売所が、今年もオー
プンしました。
天王グリーンランド内にある農産物直売所は朝９時に

開店。連日、市内外から多くのお客さんが足を運び、会
員53人による朝どりの新鮮な野菜や漬物、果物が人気を
得ています。会員のみなさんは、安全・安心をモットー
に愛情を込めて育てた野菜を元気に直売し、市民とのコ
ミュニケーションが広がっています。
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市
で
は
、
こ
の
ほ
ど
国
の
新
地
方
行
政
改
革
指
針

（
平
成
十
七
年
〜
二
十
一
年
度
）
に
基
づ
い
て
「
潟
上
市

行
政
改
革
大
綱
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
は
、
市
民
の
方
々
か
ら
な
る
行
政
改
革
推
進

委
員
会
か
ら
の
意
見
、
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
し

た
も
の
で
、
行
政
改
革
の
方
向
性
を
決
め
る
と
と
も
に
、

個
別
の
事
務
事
業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
で
き
る
も
の
か
ら

順
次
、
見
直
し
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
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国
・
地
方
を
通
じ
た
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
で
、
地
方
自
治
体
自
ら
の

負
担
と
選
択
に
基
づ
き
、
各
々
の
地

域
に
ふ
さ
わ
し
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
分
権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
へ

の
転
換
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
の
推
進
に
よ

り
、
市
町
村
の
規
模
や
能
力
は
急
速

に
拡
大
し
つ
つ
あ
り
、
地
方
自
治
体

の
果
た
す
べ
き
役
割
が
問
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
社
会
経
済
情
勢
の
変

化
を
踏
ま
え
、
行
政
全
般
に
わ
た
り

不
断
の
点
検
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

多
様
化
す
る
行
政
需
要
に
対
応
で
き

る
財
政
基
盤
の
確
立
と
、
新
た
な
視

点
に
立
っ
た
一
層
の
行
政
改
革
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

▲次代を担う潟上っ子（昭和西保育園）

な
ぜ
行
政
改
革
は
必
要
な
の
か
？

進めます、行政改革（集中改革プラン）
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▲春を告げる梅の花々
（飯田川地区「梅の里」）

市
で
は
、
組
織
機
構
の
簡
素
・
効

率
化
や
職
員
定
数
の
適
正
な
管
理
を

進
め
る
と
と
も
に
、
各
機
関
・
団
体

の
見
直
し
を
図
る
な
ど
、
よ
り
効
率

的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
た
め
、「
市
民
に
開
か
れ
た
市
政
の

推
進
」「
簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営

の
確
立
」「
地
方
分
権
に
対
応
で
き
る

行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
」「
健
全
な
自

治
体
経
営
の
推
進
」
を
重
点
テ
ー
マ

（
柱
）
と
し
、
行
政
改
革
を
推
進
す
る

た
め
の
方
向
性
を
定
め
ま
し
た
。

こ
の
大
綱
を
実
施
す
る
う
え
で
、

市
民
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
事
務
事

業
に
つ
い
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
進
め

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

行
政
改
革
の
４
本
柱

地方分権が実行段階に入った今日、基礎的自治体である市
町村の行政運営には「自己責任・自己決定」が求められてお
り、地域の現状や特性を踏まえながら市民ニーズを的確に把
握し、政策判断することが重要となっています。このため、
政策形成過程において市民参加を推進するとともに、市民と
行政との協働によるまちづくり、地域づくりを進めます。

最少の経費で最大の効果をあげることは、行政運営の基本
です。新たな時代の変化に対応し多様化する市民 ニーズに
柔軟に対応するため、今後、事務事業を実施していくうえで、
効果・効率性の観点から、目的を達成した事業等の廃止・縮
小や類似する事業を統合するなどの見直しを行い、行政関与
のあり方や行政効率等を十分検討し、事務事業の整理合理化
を進めます。

緑
豊
か
な
潟
上
市

▼

・情報公開コーナーの設置
市民への積極的な情報公開を推進するため、情報公開コー

ナーを設置し、行政資料等の充実に努めます。
・広報、ホームページ等の充実
市民生活の情報や市政の重要課題等をわかりやすく提供す

るとともに、ホームページについても情報提供の充実を図り
ます。
・市民参画の推進と市民の声の反映
各種審議会等の公募制の導入や女性を積極的に登用するな

ど、計画策定段階から幅広く市民参画を進めます。また、市
民の声を的確に市政へ反映させるため、「市長面会日」を継
続実施します。

・窓口サービスの充実
市民の視点に立った質の高いサービス提供をするため、毎週
水曜日の窓口業務の時間延長を継続実施します。来庁した市民
に対し積極的な声かけや取り次ぎに心掛け、市民がスムーズに
目的を達成できるような市民案内システムを確立します。
・各種行事、イベント等の見直し
社会教育や社会体育の分野で参加者が減少している種目や

体育協会が主催する大会と競合する種目についての現状を調
査し、その見直しを検討します。
・公共集会施設見直し指針の策定
公共集会施設（公民館分館、ことぶき荘、集会所、児童館

等）は施設の建設趣旨により行政対応に差異があることから、
管理運営の効率化・統一化を図るため、庁内に委員会を設置
し、公共集会施設見直し指針を策定します。
・民間委託推進に関する指針の策定
民間で行ったほうが効率的・効果的に業務を遂行できる事

務事業について、調査・研究を進め、民間委託推進に関する
指針を策定します。

①市民に開かれた市政の推進

②簡素で効率的な行政運営の確立
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行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
石
黒
俊
郎
委
員
長
）
は
、
行
政
改
革
大
綱
及
び
実

施
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
市
民
の
広
範
な
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
、
市
内

の
企
業
・
団
体
の
代
表
者
な
ど
十
二
名
で
組
織
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
は
二
月
二

十
七
日
、
三
月
二
十
八
日
に
開
催
さ
れ
、
潟
上
市
の
向
か
う
べ
き
行
政
改
革
の

方
向
性
に
つ
い
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
改
革
推
進
委
員
会
か
ら

◆
行
政
改
革
は
財
政
あ
り
き
で
あ
ま
り
職

員
が
萎
縮
し
な
い
よ
う
な
形
で
進
め
る

こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
職
員
が
知
恵
や

ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
て
市
民
の
た
め
に

な
る
よ
う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

◆
市
役
所
内
の
職
員
配
置
の
状
況
を
見
る

と
忙
し
い
課
と
そ
う
で
な
い
課
が
見
受

け
ら
れ
る
。
忙
し
い
課
に
は
も
っ
と
人

数
を
増
に
す
る
と
か
柔
軟
な
職
員
配
置

を
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
公
共
集
会
施
設
管
理
の
見
直
し
に
つ
い

て
は
、
か
な
り
時
間
が
か
か
る
と
思
わ

れ
る
。
施
設
に
よ
っ
て
市
役
所
の
担
当

が
違
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
施
設
を
ひ

と
つ
の
課
で
集
中
管
理
す
る
よ
う
な
体

制
に
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
三
地
区
に
自
治
会
連
絡
協
議
会
が
設
立

さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
趣
旨
と
い
う
の

は
自
分
達
の
こ
と
は
自
分
達
で
行
う
こ

と
に
あ
る
。
住
民
自
治
は
自
分
達
の
手

で
行
い
行
政
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
く
よ
う
な
あ
り
方
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
、
見
直
し
を
進
め
て
い
く
う
え
で

こ
れ
ら
の
組
織
の
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。

◆
三
つ
の
地
域
が
同
じ
レ
ベ
ル
で
自
治
活

動
を
や
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
う
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
を
直
し

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

◆
特
に
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、
市

民
が
か
な
り
厳
し
い
目
で
見
て
お
り
、

こ
の
件
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
ス
ピ
ー
ド

を
あ
げ
て
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

行政改革を推進するには、職員一人ひとりが本市の
厳しい財政状況等を認識し、慣例にこだわらない改
革・改善に向けた行動を起こすことが必要です。その
ためには、「職員の意識改革なくして行政改革は実行で
きない」ということを強く念頭に置き、職員同士が信
頼し、互いに支えあいながら、地方分権に対応できる
行政システムの構築に取り組みます。

・行政組織の再編・見直し
多様化する行政課題に的確に対応できる行政組織とす
るため、現在の行政組織を検証し、再編、見直しを図りま
す。また、重要施策に対応するため、プロジェクトチーム
の積極的な活用を行うとともに、現在導入している班制
を検証し、意思決定の迅速化や業務の円滑化を図ります。
・定員適正化計画の策定
地方交付税制度の見直しや国から地方への税財源移

譲などの三位一体改革の動向等を踏まえ、より効率的な
行政組織のもと中長期的な視点にたち、職員を効果的・
機能的に配置するため、定員適正化計画を策定します。
計画を実施するうえで、業務の見直しや民間委託の推進
等により、行政が直接行う業務量を削減しながら、職員
総数の6.4％(22人)の縮減を図ります。

③地方分権に対応できる行政システムの構築
本市の財政状況は、国の地方財政対策や社会経済の

低迷等により一般財源の確保が一段と厳しい状況にあ
ります。このような中で財政の健全化を堅持していく
ため、自主財源の確保を推進するとともに、各種事務
事業の優先順位による厳しい選択のもと、創意工夫で
最大の行政効果が発揮できる財政運営に努めます。

・補助金等の整理合理化
市単独補助金の交付基準や交付団体の状況等を調査

し現状把握に努めるとともに、補助金等見直し指針を
策定します。
・適正な課税
自主財源である市税の賦課に関する課税客体の的確

な調査・把握等を行い、現在不均一課税となっている
国保税率の統一を図るなど、適正でかつ公平な課税に
努めます。
・使用料・手数料の見直し
公共施設の使用料及び各種証明書発行等の手数料等

については、周辺市町村の状況を調査し、適正な受益
者負担の観点から使用料等の見直しを検討します。

④健全な自治体経営の推進

◆
◆
◆
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
の
主
な
意
見
・
提
言
◆
◆
◆

進めます、行政改革（集中改革プラン）
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みなさんは、行政相談をご存じですか。行政相談

とは、役所（国、県や市町村など）や公団、公庫な

どの仕事について、みなさんの苦情や要望をお聞き

し、その解決の促進を図る制度です。

例えば、「年金の支給が遅れているので困っている」

「国道の街灯などの設備が壊れているので修理してほ

しい」などの意見がこれにあたります。

そして、この意見をみなさんから受け付け、助言

や関係機関に対する通知などをしてくれるのが「行

政相談委員」です。

行政相談委員は、総務大臣がお願いしている民間

のボランティアで、自宅などで口頭や電話、手紙な

どによりみなさんからの相談に随時応じています。

相談は無料、秘密は守りますので、日ごろ困っている

ことや知りたいことなど、お気軽にご相談ください。

みなさんの身近な相談相手
行政相談委員

行政相談に関するお問い合わせは…
潟上市総務課（q８７８－９８０１）

５月22日（月）～28日（日）は春の行政相談強調週間です

秋田県内でこんな相談がありました

相談内容
地区内には、以前、郵便ポストが設置されてい

ましたが、設置場所での工事を機に２年前に撤去

されました。60世帯の地区住民が不便を感じてい

るので、なんとかしてほしい。

このように改善されました
行政相談委員が、郵便局に要望を伝えたところ、

町内会の総意がなければ設置は難しいとのことで

した。そこで委員は、町内会長に事情を説明し、

町内会の要望を集約させ

て、再度、郵便局に設置

を依頼しました。その結

果、当該地区に郵便ポス

トが設置されました。

～潟上市の行政相談委員を紹介します～

猿
さ る

田
た

進
すすむ

さん

住所　潟上市天王字長沼26-8
q８７３－３２７５

「堅苦しく考えずに、日ごろ疑
問に思っていることなどを気
軽に相談してください」

鈴
す ず

木
き

雅
ま さ

勝
か つ

さん

住所　潟上市昭和大久保字堤の上45
q８７７－２２０５

「行政に関する相談だけでな
く、何でもお話しください。
話しをするだけでも気が楽に
なりますよ」

新
に い

野
の

道
み ち

さん

住所　潟上市飯田川飯塚字中山13-1
q８７７－２５２１

「どんなことでもひとりで悩ま
ずに相談してください。いろ
いろな話をして、一緒に考え
ましょう」
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四
月
十
二
日
、
平
成
十
八
年
度
第

一
回
昭
和
地
区
地
域
審
議
会
及
び
飯

田
川
地
区
地
域
審
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ

開
か
れ
ま
し
た
。

両
地
域
審
議
会
は
、
昨
年
十
月
十

二
日
に
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
旧
昭

和
町
と
旧
飯
田
川
町
の
二
区
域
に
設

置
。
委
員
は
自
治
会
長
や
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
推
進
協
議
会
長
、
一
般
公

募
に
よ
る
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
審
議
会
は
、
新
市
建

設
計
画
や
総
合
発
展
計
画
・
基
本
構

想
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長
の
諮
問
に

応
じ
て
審
議
し
、
意
見
を
述
べ
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
石
川
光
男
市
長
を
は
じ

め
、
小
林
洋
教
育
長
、
各
部
長
が
出

席
。
議
題
と
し
て
、
平
成
十
七
年
度

に
諮
問
さ
れ
て
い
た
潟
上
市
総
合
発

展
計
画
・
基
本
構
想
（
案
）
に
つ
い

て
妥
当
で
あ
る
と
答
申
が
あ
り
ま
し

た
。

計
画
を
実
施
す
る
う
え
で
、
昭
和

地
区
地
域
審
議
会
（
会
長
　
舘
岡
哲
）

で
は
、
▽
観
光
の
振
興
に
つ
い
て
、

秋
田
市
や
男
鹿
市
等
と
の
広
域
的
な

視
野
に
立
っ
た
取
り
組
み
を
進
め
る

よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
市
内

の
観
光
施
設
を
一
体
化
し
て
、
循
環

型
の
観
光
プ
ラ
ン
等
の
取
り
組
み
を

検
討
さ
れ
た
い
▽
児
童
生
徒
の
安
全

を
守
る
た
め
、
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
の

設
置
等
に
よ
る
取
り
組
み
の
強
化
と

そ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
高
齢
者

の
活
用
等
を
検
討
さ
れ
た
い
。
ま
た
、

こ
こ
ろ
の
教
育
の
重
要
性
を
鑑
み
、

徹
底
し
た
道
徳
教
育
を
推
進
さ
れ
た

い
▽
平
成
十
九
年
度
か
ら
実
施
さ
れ

る
農
政
改
革
に
適
切
に
対
応
す
る
よ

う
、
総
合
的
な
経
営
形
態
を
推
進
さ

れ
た
い
▽
行
財
政
改
革
を
さ
ら
に
推

進
さ
せ
る
と
と
も
に
、
秋
田
県
と
の

連
携
を
強
化
し
、
各
種
施
策
を
進
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
た
い
▽
児
童

手
当
や
福
祉
医
療
、
保
育
料
の
援
助

等
、
少
子
化
対
策
の
充
実
に
努
め
ら

れ
た
い
、
と
の
全
五
項
目
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

飯
田
川
地
区
（
会
長
　
三
浦
光
朗
）

で
は
、
▽
自
治
会
等
の
枠
組
み
や
役

割
に
つ
い
て
、
自
治
会
長
連
絡
協
議

会
等
と
連
携
を
密
に
し
、
各
地
域
の

自
治
会
活
動
の
現
状
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
自
主
的
な
自
治
活
動
の
充
実
に

努
め
ら
れ
た
い
▽
天
王
、
昭
和
、
飯

田
川
地
区
の
三
地
区
を
結
ぶ
交
通
網

の
整
備
と
し
て
、
マ
イ
タ
ウ
ン
バ
ス

の
ル
ー
ト
変
更
や
ダ
イ
ヤ
の
改
正
を

検
討
さ
れ
、
公
共
交
通
の
充
実
に
努

め
ら
れ
た
い
▽
公
共
集
会
施
設
の
管

理
の
在
り
方
等
に
つ
い
て
均
衡
が
図

ら
れ
る
よ
う
検
討
を
行
い
、
行
財
政

改
革
を
さ
ら
に
推
進
さ
れ
る
よ
う
努

め
ら
れ
た
い
、
と
の
全
三
項
目
に
配

慮
さ
れ
る
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

▲昭和地区地域審議会（昭和公民館） ▲飯田川地区地域審議会（飯田川庁舎）

総
合
発
展
計
画
・
基
本
構
想
案
に
つ
い
て

市
に
答
申

昭
和
地
区
・
飯
田
川
地
区
地
域
審
議
会
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三
月
十
七
日
、
潟
上
市
昭
和
公
民

館
で
「
潟
上
市
認
定
農
業
者
協
議
会

設
立
総
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
市
内
の
認
定
農
業
者

相
互
の
連
帯
感
を
強
め
地
域
農
業
の

振
興
を
図
る
た
め
に
、
昨
年
か
ら
設

立
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、
こ
れ
ま
で

三
回
に
わ
た
り
同
委
員
会
を
開
催

し
、
こ
の
日
の
設
立
総
会
に
至
り
ま

し
た
。

当
日
は
、
天
王
・
昭
和
・
飯
田
川

地
区
の
認
定
農
業
者
約
七
十
人
が
出

席
。
設
立
準
備
委
員
会
委
員
長
の
丸

谷
金
一
氏
が
主
催
者
あ
い
さ
つ
後
、

来
賓
者
と
し
て
石
川
市
長
、
藤
原
市

議
会
議
長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
議
事
と
し
て
規
約
案

や
役
員
の
選
出
、
平
成
十
八
年
度
事

業
計
画
案
・
予
算
案
が
、
そ
れ
ぞ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
出
で
は
、
会
長
に
安
田
堅

悦
氏
（
天
王
）、
副
会
長
に
田
仲
東

氏
（
飯
田
川
）
と
菅
原
権
一
郎
氏

（
昭
和
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
席

上
、
安
田
会
長
は
「
農
業
を
次
代
に

希
望
を
持
っ
て
受
け
継
ぐ
た
め
に
、

会
員
相
互
が
協
力
し
な
が
ら
有
意
義

な
活
動
を
展
開
し
、
地
域
農
業
の
活

性
化
に
努
力
す
る
」
と
あ
い
さ
つ
。

協
議
会
は
、
組
織
活
動
の
充
実
強

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、
研
修
会
や

学
習
会
な
ど
を
展
開
し
、
会
員
相
互

の
情
報
交
換
を
図
り
、
幅
広
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

●
潟
上
市
認
定
農
業
者
協
議
会

会
　
長

安
　
田
　
堅
　
悦
（
天
　
王
）

副
会
長

田
　
仲
　
　
　
東
（
飯
田
川
）

〃

菅
　
原
　
権
一
郎
（
昭
　
和
）

会
　
計

桜
　
庭
　
正
　
義
（
天
　
王
）

地
区
委
員

三
　
浦
　
俊
　
也
（
天
　
王
）

〃

畠
　
山
　
源
　
一
（
天
　
王
）

〃

菊
　
地
　
重
　
喜
（
天
　
王
）

〃

川
　
上
　
泰
　
雄
（
昭
　
和
）

〃

佐
々
木
　
甚
　
一
（
昭
　
和
）

〃

菊
　
地
　
栄
　
一
（
飯
田
川
）

〃

賀
　
藤
　
銀
一
郎
（
飯
田
川
）

監
　
事

菅
　
原
　
良
　
一
（
昭
　
和
）

〃

佐
々
木
　
俊
　
則
（
飯
田
川
）

会
長
に
安
田
堅
悦
氏
（
天
王
）

潟
上
市
認
定
農
業
者
協
議
会
設
立
総
会

潟
上
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

「
ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
か
た
が
み
２
０
０
６
」
を
策
定

昨
今
、
少
子
高
齢
化
や
急
激
な
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
、
豊

か
で
活
力
あ
る
社
会
を
実
現
す
る
た

め
、
男
女
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
、
性

別
に
か
か
わ
り
な
く
個
性
と
能
力
を

十
分
に
発
揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
今
年
三
月
に
潟
上
市
男

女
共
同
参
画
推
進
条
例
を
制
定
す
る

と
と
も
に
、
市
民
や
事
業
者
と
の
協

働
で
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
関
す

る
施
策
を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推

進
す
る
た
め
の
行
動
計
画
と
し
て
、

「
潟
上
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
〜

ハ
ー
ト
フ
ル
プ
ラ
ン
か
た
が
み
２
０

０
６
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
男
女
共
同

参
画
推
進
会
議
を
は
じ
め
、
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
検
討
・
協

議
を
重
ね
、
市
民
の
声
を
計
画
づ
く

り
に
反
映
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
は
、
同
計
画
の
概
要
版

を
作
成
し
て
市
民
の
み
な
さ
ん
に
広

く
周
知
す
る
な
ど
、
市
民
の
意
識
高

揚
を
図
り
な
が
ら
、
市
の
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

※
計
画
書
の
全
容
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
載
っ
て
い
ま
す
。

市では、市民のみなさんと一緒に
男女共同参画についてのワークショ
ップをしたり、イベントを企画し実
施していくグループとして、「潟上市
ハートフル実行委員会」をつくりま
す。
男女共同参画に関心がある方はも

ちろん、イベントの企画に興味があ
る方、活動に参加して仲間づくりを
したい方など、市内に在住または在
勤する18歳以上の方であればどなた
でも結構です。ぜひご連絡ください。
（託児サービスがありますので、ご利
用ください）なお、募集締め切りは
６月15日（木）となります。

お問い合わせは…
潟上市教育委員会・幼児教育課

（�８７７－７８０４）
（FAX８７７－３８００）

『潟上市ハートフル実行委員会』
スタッフを募集します

潟
上
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画

▼
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▲みんなと一緒に堂々の入場。友だちいっぱいつく
るゾ！　　　　　　　　　　　　(大久保小学校)

▲大きな声で「ハイ!」今日から元気な１年生
（天王小学校）

▲今日から小学生の仲間入り（飯田川小学校）

▲期待と不安。ワクワク、ドキドキの入場
（追分小学校）

▲先生とのご対面にちょっと緊張する新入生たち（出戸小学校）

４月４日から10日にかけて市内の保育園や
幼稚園、小・中学校で入園・入学式が行われ
ました。
式場に入場してきた新入生（園児）たちはと

ても緊張した表情でしたが、上級生による歓
迎の歌や踊りなどもあり、いつもの笑顔を見
せていました。
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▲入学式は緊張するナ～！（東湖小学校）

▲きちんと先生のお話を聞けるヨ！（昭和西保育園）▲「がんばります」校長先生としっかり握手
（豊川小学校）

▲歌や踊り、保育園は楽しいことがいっぱい！（湖岸保育園） ▲友だちといっぱい遊ぼうね（若竹幼児教育センター）
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受賞者は次のとおりです（敬称略）
【消防庁長官表彰】
●永年勤続功労章

昭和支団第４分団長 渡邊雅史
【日本消防協会長表彰】
●功績章　天王支団長　　　菊地　進
●精績章　副団長　　　　　菅原金春

飯田川支団長　　古戸俊行
●竿頭綬　潟上市消防団

天王地区の児玉老人クラブ（会長　児玉長栄）が、
４月15日、地域内の市道や空き地でボランティア清
掃を行いました。
同クラブでは、毎年春の行事として地域内の県道

や市道沿いでクリーンアップを実施。この日、会員
約40人が約１時間にわたりゴミ袋を手に空き缶や
ビンなどのごみを拾い集めました。
児玉会長は「児玉地域の道路は交通量も多く、毎

年、春先はごみのポイ捨てが見られる。地域の環境
を守ることは地域住民の責任でもあり、老人クラブ
として貢献していきたい」と話していました。

春の全国交通安全運動期間中（４月６日～15日）、潟
上市交通安全協会（五城目地区交通安全協会潟上支部）
による「交通安全呼びかけ」が、市内各所で行われま
した。
４月６日、飯田川駐在所前では市交通安全協会飯田

川支部婦人部のみなさんが「安全運転よろしくお願い
します」と声を掛けながら、チラシなどをドライバー
に手渡し、交通安全を呼びかけました。
これからお花見などお酒を飲む機会が増えてきます。

「お酒を飲んだら絶対に車を運転しない、させない」を
家庭や地域で徹底させ、飲酒運転を追放しましょう。

春の全国交通安全運動
安全運転を笑顔で呼びかけ

児玉老人クラブ

地域内の道路沿いで清掃ボランティア

平成17年度の秋田県消防表彰式が、３月27日、秋田
県庁第２庁舎大会議室で行われました。
表彰式では、本市から市消防団昭和支団第４分団長

の渡邊雅史氏が消防庁長官表彰（永年勤続功労章）に
輝きました。
また、日本消防協会長表彰として、本市から３氏が

功績章、精績章を受賞し、市消防団（団長　鎌田健一）
に竿頭綬が贈られました。

平成17年度消防表彰
潟上市消防団が竿頭綬を受賞

総合政策課広報統計班（�878－9802）

ホットな話題を

どしどしお寄せください。

▲潟上市消防団正副団長と受賞者のみなさん

飯
田
川
駐
在
所
前
で
の
呼
び
か
け

▲

地
域
の
環
境
美
化
に
一
役

児
玉
老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん

▲
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３月22日、石川久悦さん（天王）が、旧天王町が発行していた
「広報てんのう」に29年間連載していた郷土史コーナーをまとめ
た「ふるさと天王　歴史民俗雑記」を自費出版しました。
石川さんは、昭和51年４月から広報てんのう「郷土史コーナー」
に寄稿。約29年間にわたり郷土の民具・民俗にはじまり、学校教
育の沿革、天王ことば、東湖八坂神社祭の統人行事、人物誌、明
治の議会議事録などをわかりやすく紹介し、読者から広く親しま
れました。
石川さんは「これまで関係各位に励まされ、激励の言葉があっ
たから続けられた。その間、多くの人たちとの出会いが私の財産
にもなった。出版後、各方面から喜びの声が寄せられ感謝してい
る。この一冊が家族の話題になれたらうれしい」と話しています。
現在、潟上市文化財保護審議委員会の委員長を務める石川さん。
八郎湖周辺の民俗や文化を研究する「潟舟保存会」会長としても
活躍され、郷土の文化保存・継承に尽力されています。

宮の前老人クラブ
昭和老人憩いの家で清掃ボランティア
４月20日、昭和地区の宮の前老人クラブ（会長　鎌田武志）
が、元木山公園入口にある昭和老人憩いの家の清掃を行いました。
この日は会員10人の方が参加し、障子紙のはり替えや畳の修
復などを分担して作業しました。
同クラブは、「地域のためになることをしよう」と、毎年元木
山公園の桜が見ごろを迎える時期に合わせて、憩いの家と周辺
の清掃をしています。ことしもお花見に訪れた人が気持ちよく
桜を楽しめますね。

潟
上
市
剣
道
連
盟
が
主
催
す
る
「
第
21

回
飛
鷲
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会
」
が
、
４

月
16
日
、
潟
上
市
昭
和
体
育
館
を
会
場
に

行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
に
は
、
市
内
外
か
ら
55
チ
ー
ム
・

４
０
０
人
の
選
手
が
参
加
。
団
体
・
個
人

戦
で
は
日
頃
の
練
習
で
鍛
え
た
技
と
力
を

発
揮
し
、
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

▼
団
体
戦

優
　
勝
　
広
面
三
吉
Ａ

準
優
勝
　
広
面
三
吉
Ｂ

第
３
位
　
天
王
Ａ

第
３
位
　
雄
信
館
Ａ
　

▼
個
人
戦
・
女
子
の
部

優
　
勝
　
斉
藤
　
優
佳
（
金
足
東
）

準
優
勝
　
大
石
由
紀
華
（
五
城
目
）

第
３
位
　
古
谷
栄
美
莉
（
日
新
）

第
３
位
　
佐
藤
ひ
か
る
（
金
足
東
）

▼
個
人
戦
・
低
学
年
の
部

優
　
勝
　
渡
邊
　
　
柚
（
広
面
三
吉
）

準
優
勝
　
斉
藤
　
尚
平
（
金
足
東
）

第
３
位
　
南
浦
　
章
伸
（
雄
信
館
）

第
３
位
　
鈴
木
　
雄
稀
（
昭
和
西
部
）

▼
個
人
戦
・
高
学
年
の
部

優
　
勝
　
富
樫
　
汰
一
（
山
形
高
瀬
）

準
優
勝
　
佐
々
木
大
地
（
昭
和
）

第
３
位
　
石
塚
　
寿
彦
（
雄
信
館
）

第
３
位
　
今
野
　
　
峻
（
山
形
蕨
岡
）

第
21
回
飛
鷲
旗
争
奪

少
年
剣
道
大
会

『ふるさと天王　歴史民俗雑記』

石川久悦さん（天王）が出版

ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

▲『ふるさと天王　歴史民俗雑記』を手にする石川久悦さん

▲「地域のために」と宮の前老人クラブのみなさんが
心のこもった作業
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犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
に

し
な
い
で
く
だ
さ
い

放
し
飼
い
に
す
る
と
、
犬
が
苦
手

な
人
に
近
づ
い
た
り
、
他
の
人
の
家

で
フ
ン
を
し
た
り
し
ま
す
。
周
り
の

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

外
に
自
由
に
出
入
り
し
て
い
る
猫

は
、
感
染
症
に
な
っ
た
り
、
交
通
事

故
に
あ
っ
た
り
す
る
可
能
性
が
大
き

く
な
り
ま
す
。
子
猫
の
と
き
か
ら
室

内
で
飼
う
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

野
良
犬
・
野
良
猫
へ
の
え
さ
や
り
は

し
な
い
で
く
だ
さ
い

自
分
で
飼
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
か
ら
、
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
で

え
さ
を
や
り
続
け
る
と
、
そ
の
地
域

に
居
つ
い
て
し
ま
い
、
近
所
に
迷
惑

を
か
け
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
ど

う
し
て
も
え
さ
を
や
り
た
い
場
合

は
、
近
所
で
よ
く
話
し
合
っ
て
か
ら

に
し
ま
し
ょ
う
。

置
き
去
り
、
捨
て
去
り
は

や
め
ま
し
ょ
う

何
ら
か
の
理
由
で
ペ
ッ
ト
を
飼
え

な
く
な
っ
た
場
合
は
、
動
物
管
理
セ

ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
む
や
み
に
不
幸
な
命
を
作

ら
な
い
よ
う
に
、
去
勢
・
避
妊
を
考

え
て
く
だ
さ
い
。

犬
・
猫
の
嫌
う
に
お
い
を
散
布
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か

ペ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
や
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
、
犬
・
猫
用
の
忌
避
剤

が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
猫

に
つ
い
て
は
、
粉
石
け
ん
・
ク
レ
ゾ

ー
ル
・
塩
素
剤
な
ど
で
も
代
用
で
き

ま
す
。

５月は「犬の適正飼養推進月間」です

鑑
札
・
迷
子
札
を
必
ず

つ
け
ま
し
ょ
う

迷
子
に
な
っ
た
と
き
に
す
ぐ
に
連

絡
が
で
き
ま
す
し
、
飼
い
犬
・
飼
い

猫
で
あ
る
こ
と
の
証
明
に
も
な
り
ま

す
。

犬
の
し
つ
け
で
困
っ
て
い
る
方
へ

市
で
は
、
今
年
度
も
「
犬
の
し
つ

け
教
室
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

犬
の
し
つ
け
で
困
っ
て
い
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
詳
細
は

後
日
、
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

ま
た
、動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
で
は
、

し
つ
け
や
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
の
相
談

を
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
生
活
環

境
課
（
�
８
７
７
―
７
８
０
２
）

動
物
管
理
セ
ン
タ
ー
（
�
８
２
８
―

６
５
６
１
）

マ
ナ
ー
を
守
っ
て

楽
し
い
ペ
ッ
ト
と
の
生
活
を
!!

屋
外
も
暖
か
く
な
り
、
ペ
ッ
ト
を
連
れ
て
の
散

歩
が
気
持
ち
の
よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
市
内
の
公
園
や
空
き
地
、
市
道
沿
い

に
は
、
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
の
未
処
理
な
ど
、
マ
ナ
ー

に
反
す
る
行
動
が
と
き
ど
き
見
ら
れ
ま
す
。

「
時
間
が
な
く
て
」「
自
分
の
犬
は
他
人
に
迷
惑

を
か
け
な
い
」
な
ど
の
理
由
か
ら
放
し
飼
い
に
す

る
と
、
犬
が
苦
手
な
人
に
と
っ
て
は
恐
怖
に
な
り

ま
す
。

も
し
、
あ
な
た
の
家
の
庭
先
に
犬
や
猫
の
フ
ン

が
あ
っ
た
ら
ど
う
思
い
ま
す
か
？
放
し
飼
い
に
す

る
こ
と
で
、
周
囲
の
住
民
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に
つ
い
て
は
、『
潟
上
市
環
境

保
全
条
例
』
で
規
制
さ
れ
て
お
り
、
守
ら
な
い
場

合
は
過
料
を
課
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
や
マ
ナ
ー
を
み
ん
な
で
考
え
、

行
動
す
る
こ
と
が
、
人
と
ペ
ッ
ト
が
共
に
暮
ら
し

や
す
い
、
快
適
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
大
切
で
す
。
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市
で
は
、
生
ご
み
の
減
量
・
堆
肥

化
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み

の
堆
肥
化
に
使
用
す
る
「
コ
ン
ポ
ス

ト
・
Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
」
の
購
入
を
次
の

要
領
で
助
成
し
ま
す
。

助
成
期
間
▼
五
月
八
日
（
月
）
〜

五
月
三
十
一
日（
水
）

購
入
金
額
▼
コ
ン
ポ
ス
ト
一
個
三
、

〇
〇
〇
円
（
六
、
〇
〇
〇
円
の
と

こ
ろ
、
市
で
三
、
〇
〇
〇
円
助
成
）

Ｅ
Ｍ
バ
ケ
ツ
一
個
一
、
〇
〇
〇
円

（
二
、
〇
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
、
市

で
一
、
〇
〇
〇
円
助
成
）

購
入
個
数
▼
そ
れ
ぞ
れ
一
人
二
個
ま
で

申
込
場
所
▼
天
王
・
昭
和
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
、
追
分
出
張
所
、
飯
田

川
庁
舎
生
活
環
境
課

※
申
込
締
切
り
後
、
各
家
庭
に
配
布

い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
飯
田
川
庁

舎
で
申
し
込
み
さ
れ
た
方
に
は
、

そ
の
場
で
お
渡
し
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は
…
潟
上
市
生
活
環

境
課
（
�
８
７
７
―
７
８
０
２
）

■平成18年度 狂犬病予防注射日程表■
地区 月日 曜日 会　　　　　　場

羽立北野分館前
大崎ことぶき荘前
羽立分館前
塩口ことぶき荘前
上出戸集落会館前
出戸地区コミュニティセンター前
天王ことぶき荘前
江川児童館前
潟上市役所天王庁舎職員駐車場
鶴沼台児童館前
下出戸体育館前
追分児童館前
長沼球場駐車場
潟上市役所天王庁舎職員駐車場
潟上市役所追分出張所前
藤原茂子宅前
仁山・藤原商店前
橋本一郎資材置場前
荒屋・農協倉庫前
竜毛かすみ草前
竹内喜光宅前
野村多目的センター前
農協野村倉庫前
湖南交流センター前
西部児童館前
天神下農業構造改善センター前
南部児童館前
大清水北野公民館前
昭和公民館前
中央児童館前
大久保児童館前
ひまわり館前（下町集会所）
乱橋みつば館前
すずかけ児童公園
下虻川分館前
潟上市役所飯田川庁舎前
妹川・三浦商店隣
飯塚浜山平重明宅隣
飯塚児童館前

10：00～10：20
10：40～11：00
11：10～11：30
11：40～12：00
10：00～10：30
10：50～12：00
10：00～11：10
11：30～12：00
10：00～10：50
11：10～11：30
11：40～12：00
10：00～10：50
11：10～12：00
10：00～10：50
11：10～12：00
9：40～ 9：50
10：00～10：15
10：25～10：35
10：45～11：20
11：30～11：40
11：50～12：00
9：30～ 9：50
10：00～10：20
10：30～10：40
10：50～11：10
11：20～11：30
11：40～11：50
12：00～12：10
9：30～10：00
10：10～10：40
10：50～11：10
11：20～11：50
12：00～12：10
9：30～10：00
10：20～10：50
11：00～11：40
9：30～10：10
10：20～10：50
11：00～11：40

時　間

天
　
　
　
　
　
王

昭
　
　
　
　
　
　
和

飯
田
川

●狂犬病予防注射　3,070円（つり銭のないようにお願いします）
※愛犬手帳を持参してください。
●犬の登録手数料　3,000円
※登録していない犬や新たに犬を飼う場合は、必ず登録してください。
※犬の死亡、飼い主や所在地の変更などは市役所へ届出が必要です。
お問い合わせは・・・潟上市生活環境課（�877-7802）

@@@@@@@@@@@@@@@@@@f
@@@@@@@@@@@@@@@@@@f
@@@@@@@@@@@@@@@@@@f

@@@@f
@@@@f
@@@@f
@@@@f
@@@@f
@@@@f

@@@@@@@@@@@@@@@@@@f
@@@@@@@@@@@@@@@@@@f
@@@@@@@@@@@@@@@@@@f

?I4@@@f

W26K
?W&@@@6Kh?@6Kf
?&@@@@@@6XgJ@@@@@e
I4@@@@@)X?f7@@@@He
I'@@@@,?f@@@@5?e
?V4@@0Y?e@@@@@(Y?e

@@@@(Yf
?O2@@@@(Y?f

?O2@@@@@(Yg
O2@@@@@@@0Y?g

?O2@@@@@@@@0M?h
?'@@@@@@@@@(M?he
?V4@@@@@@@0Yhf
?I4@0M

W2@6X?
?@@@@?f*@@@,?
?@@@@?fS@@0Y?

@@@@@@@@@@@@@@@@@<f
@@@@@@@@@@@@@@@@@?f
@@@@@@@@@@@@@@@@@?f
@@@X?@@@@?@@@Xg

?J@@@1?@@@@@@@@)X?f
W&@@@5?@@@@V'@@@1?f

?W&@@@(Y?@@@@?N@@@@Lf
W&@@@(Y??@@@@??3@@@)X?e
*@@@@He?@@@@??V'@@@,?e
V'@@5?@@@@@@@?eN@@0Y?e
?V40Y?3@@@@@5?e?@M?f

V4@@@0Y?he

?@@@@@@@@@@@@@6Xg
?@@@@@@@@@@@@@@)X?f
?@@@@@@@@@@@@@@@1?f

@@@@5?f
?J@@@@H?f
W&@@@5g

?O&@@@@Hg
?W2@@@@@@?g
O&@@@@@@@?g

?O2@@@@@@@@@@@6Xf
?O2@@@@@@(MI'@@@@)X?e
@@@@@@@@(YeV'@@@@1?e
@@@@@@@0Y?e?V4@@@@?e
?I40M?h?I@Mf

@@@@hg
@@@@hg
@@@@hg
@@@@hg
@@@@?O@Khe
@@@@@@@@@@6Kg
@@@@@@@@@@@@6Kf
@@@@?I4@@@@@@@(?e
@@@@f?I4@@(Y?e
@@@@g?I(Yf
@@@@hg
@@@@hg
@@@@hg
@@@@hg

@@@@he
@@@@he
@@@@he

?@@@@@@@@@@@@@g
?@@@@@@@@@@@@@g
?@@@@@@@@@@@@@g
?@@@@?hg
?@@@@?hg
?@@@@@@@@@@@@?g
?@@@@@@@@@@@@?g
?@@@@@@@@@@@@?g
?@@@@?hg
?@@@@?hg
?@@@@@@@@@@@@@g
?@@@@@@@@@@@@@g
?@@@@@@@@@@@@@g

@@@@@@g?@@@@@@?e
@@@@@@L?fJ@@@@@@?e
@@@@@@1?f7@@@@@@?e
@@@@@@@?f@@@@@@@?e
@@@@@@@Le?J@@@@@@@?e
@@@@@@@1e?7@@@@@@@?e
@@@@?@@@L?J@@@?@@@@?e
@@@@?3@@1?7@@5?@@@@?e
@@@@?N@@@?@@@H?@@@@?e
@@@@e@@@@@@@??@@@@?e
@@@@e3@@@@@5??@@@@?e
@@@@eN@@@@@H??@@@@?e
@@@@e?@@@@@e?@@@@?e

W-T2@6X?
?@@@@??@@@6T&@@>@@,?
?@@@@??3@@@@>@@0R+Y?
?@@@@??V'@@@@<g
J@@@@?eN@@@@Lg
7@@@5?e?3@@@1g

?J@@@@H?e?N@@@@L?f
?7@@@5g3@@@)Xf
?@@@@HgV'@@@1f

?@@@@@5?g?N@@@@L?e
J@@@@(Y?h3@@@1?e
'@@@@HheN@@@@?e
V4@@@?he?@@@@?e

?@@@@@hg
J@@@@@hg
7@@@@@@@@@@@@@@@@?e

?J@@@@@@@@@@@@@@@@@?e
W&@@@@@@@@@@@@@@@@@?e

?W&@@@@(M?e@@@@h
?*@@@@(Ye?J@@@@h
?V4@@0Y?e?7@@@5h

?@@@@Hh
O2@@@@5?h

O2@@@@@(Y?h
?@@@@@@@(Yhe
?@@@@@@0Y?he
I40Mhg

O2@?eW2@@f?@@6K?e
?@@@@Le7@@@f?@@@@@e
?3@@@1e3@@@L?eJ@@@@5e
?N@@@@L?N@@@1?e7@@@@He
3@@@)X?@@@@L?J@@@@5?e
V'@@@1?3@@@@?7@@@(Y?e
?N@@@@?V40M??@@@@Hf
@0M?fW2@@@@5?f

?O&@@@@(Y?f
?O2@@@@@0Yg

?O2@@@@@(Mh
'@@@@@@(Y?h
V4@@@@0Yhe
I@M?hf

O2@@@6K?h
W2@@@@@@@@@@@6X?f

?W&@@@@@@@@@@@@@)Xf
W&@@@@@@@@@V'@@@@)X?e

?W&@@@@@X@@@5?V'@@@@1?e
?7@@@@?B@@@@H??V'@@@@?e
?@@@@5e@@@@f?@@@@?e
?@@@@H?J@@@5e?W&@@@@?e
?@@@@?O&@@(YeW&@@@@5?e
?@@@@@@@@@H??O&@@@@(Y?e
?3@@@@@@@5e@@@@@@(Yf
?V4@@@@@0Ye3@@@@0Y?f

V40Mh

?W2@@6KO2@@6K?e
?@@@@@@@?*@@@@@@@@@@@@e
?@@@@@@@e@@@@e@@@@X?e
?@@@?@@@?@@@@@@@@@@@@?e
?@@@@@@@?V@@@@e@@@@Y?e
?@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@e
?@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@5e
?@@@@@@@?@@@@@@@@@@@@He
?@@@?@@@?@@@@@@@@@@@@?e
?@@@@@@@?@@@@@@@@@@@@?e
?3@@@@@@X@@@@@@@@@@@@Le
?N@@e@V@@@@@@@@@@@@@1e
@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@e

'@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@5e
V'@(MI'@?@@@@??I'@@@(Ye
?V+YeV'?@@@@?eV4@0Y?e

@@@@@@@@@@he
@@@@@@@@@@he
@@@@@@@@@@he

@@@@he
?J@@@@L?h
?7@@@@)Xh
J@@@@@@1h

?W&@@@@@@@L?g
W&@@@V'@@@)Xg

?W&@@@5?V'@@@)X?f
W&@@@@H??N@@@@)Xf

?O&@@@@5f3@@@@)K?e
'@@@@@@@0YfV4@@@@@(e
V'@@@@0MhI'@@(Ye
?V4@0Mhe?V40Y?e

@@@@hf
@@@@hf

@@@@@@@@@@@@@?g
@@@@@@@@@@@@@?g
3@@@@@@@@@@@@?g
?@@@@@@@@@X?h

?O&@@@@@@@@@)KO26Kf
?W2@@@@@@@@@@@@@@@@@@?e
?7@@@@@Xe@@@@@@@@0Mf
?@@@@@>@@@@@@@@@(Mg
I@MB@@@@@@?@@@Y?g

@@@@@@@@@@@@@@f
@@@@@@@@@@@@@@f
I4@@@@@@@@@@f

@@@@g
?@@@@@@@@@@?e@@@@g
?@@@@@@@@@@?e@@@@g
?@@@@??@@@@?@@@@@@@@@@e
?@@@@@@@@@@?@@@@@@@@@@e
?@@@@@@@@@@?@@@@@@@@@@e
?@@@@@@@@@@?e@@@?@@@@e
?@@@@??@@@@??J@@@?@@@@e
?@@@@@@@@@@??7@@@?@@@@e
?@@@@@@@@@@?J@@@5?@@@@e
?@@@@??@@@@W&@@@H?@@@@e
J@@@@@@@@@@@@@@@e@@@@e
7@@@@@@@@@@@@@@@=?@@@@e
@@@@@@@@@@@@@@(R'@@@@5e
@@@@@0M?e?I'@H?N@@@(Ye

V'e?@@0Y?e
?@@@@?W2@6X?e
?@@@@W&@@@)Xe

?@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@1e
?@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@e
?@@@@?f?@@@@?h
?@@@@?f?@@@@L?W&Kf
?@@@@@@@@@@@@@@1?7@@@?e
?@@@@@@@@@@?@@@@?@@@5?e
?@@@@@@@@@@?3@@@@@@(Y?e
?@@@@?e@@@?N@@@@@@Uf
J@@@@@@@@@@?J@@@@(R)X?e
7@@@V'@@@@@T&@@@@??@)Xe
@@@@?N@@@@V@@@@@@)X@@1e
3@@5e@@@@@@@@@@@@@@@5e
V'@HfI'@@(M?I'@@@(Ye
?V'?f?V40Y?eV4@0Y?e

?@@@@?hg
?@@@@?hg
?@@@@?hg
?@@@@?hg
J@@@@?hg
7@@@5?hg
@@@@H?hg
@@@@g?@6Kg
@@@@gJ@@@@?f
@@@@L?e?O&@@@5?f
3@@@)K?O2@@@@(Y?f
N@@@@@@@@@@@(Yg
?@@@@@@@@@@0Y?g
?I4@@@0Mhe

?O2@@6K?h
@@@@@@@@@@@@@@@?f
@@@@@@@@@@@@@@@?f
@@@@@@@@@@@@@@@?f

@@@@he
?@@@@@@@@@@@@@@@@@f
?@@@@@@@@@@@@@@@@@f
?@@@@@@@@@@@@@@@@@f

@@@@he
?W2@@@@@@@@@@6K?g
?7@@@@@@@@@@@@@6K?f
?@@@@?e@@@@@@@@@6X?e
?@@@@@@@@@@(?4@@@@)?e
I4@@@@@@0Ye?I@Mf

@@@@he
@@@@he

?@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@?e
?@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@?e
?@@@@@@@@@@@@@@@@@@@@?e

W@@@@@@@he
?W&@@@@@@@L?h
?7@@@@@@@@1?h
?3@@@??@@@@?h
?V'@@@@@@@5?h
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犬
の
登
録
・
狂
犬
病
予
防
注
射
を

忘
れ
ず
に
！

狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
必
要
で
す
。
生
後
91
日
以
上
の
犬
は
登
録
が
義
務

付
け
ら
れ
、
毎
年
１
回
注
射
を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
18
年
３
月
２
日
以
降
に
注
射
を
受
け
た
犬
は
、
受
け
る
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

５月15日

５月16日

５月17日

５月20日

５月19日

５月18日

５月22日

５月23日

５月24日

５月25日

５月26日

月

火

水

土

金

木

月

火

水

木

金

ボクのこと�
忘れないでワン！�
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平
成
十
九
年
秋
田
わ
か
杉
国
体
相

撲
競
技
、
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
の
選

手
・
監
督
の
宿
舎
が
不
足
の
た
め
、

約
六
七
〇
名
を
共
同
民
泊
に
よ
る
受

入
体
制
で
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

全
国
か
ら
訪
れ
る
選
手
た
ち
と
交

流
を
深
め
、
想
い
出
を
つ
く
り
ま
し

ょ
う
。
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

★
共
同
民
泊
と
は
・
・
・
食
事
や
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
を
公
民
館
、
集
会

所
等
で
行
い
、
宿
泊
と
入
浴
を

複
数
の
協
力
家
庭
で
賄
う
形
態
。

食
事
（
朝
・
夕
食
）
を
公
民
館

等
で
共
同
調
理
す
る
の
で
受
入

家
庭
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

（
昼
食
は
弁
当
の
斡
旋
が
あ
る
の

で
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

●
民
泊
家
庭
の
選
考
基
準

一.

一
人
あ
た
り
二
畳
の
広
さ
を

確
保
し
、
二
人
以
上
の
受

入
が
で
き
る
こ
と
。

二.
入
浴
設
備
を
有
す
る
こ
と
。

（
相
撲
競
技
に
つ
い
て
は
天

王
温
泉
く
ら
ら
を
利
用
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
）

三.

洗
濯
が
で
き
る
こ
と
。（
洗

濯
は
本
人
が
し
ま
す
。
乾

燥
機
は
な
く
て
も
可
。
物

干
場
の
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
）

●
天
王
地
区
に
お
住
ま
い
の
方
は
相

撲
競
技
（
少
年
・
成
年
）
の
選
手

を
、
昭
和
、
飯
田
川
地
区
に
お
住

ま
い
の
方
は
レ
ス
リ
ン
グ
競
技

（
少
年
男
子
）
の
選
手
の
受
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

●
ト
イ
レ
は
水
洗
で
な
く
て
も
清
潔

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
結
構
で

す
。
寝
具
は
リ
ー
ス
で
対
応
し
ま

す
。

●
風
呂
設
備
に
シ
ャ
ワ
ー
が
な
く
て

も
結
構
で
す
。
家
庭
の
風
呂
を
使

わ
ず
公
衆
浴
場
で
対
応
し
て
い
た

だ
い
て
も
結
構
で
す
。

☆
受
入
可
能
な
方
は
、
各
庁
舎
窓
口

セ
ン
タ
ー
、
公
民
館
等
に
置
い
て

あ
る
申
込
書
に
氏
名
、
住
所
、
電

話
番
号
、
受
入
可
能
人
数
、
町
内

会
（
自
治
会
）
名
等
を
記
入
の
う

え
、
最
寄
り
の
窓
口
セ
ン
タ
ー
に

提
出
す
る
か
、
ま
た
は
郵
送
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
し
て
く
だ
さ
い
。（
任
意
様

式
で
も
結
構
で
す
）

※
潟
上
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
込
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

【
申
込
先
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
０
１
８
―
１
５
９
５

潟
上
市
飯
田
川
下
虻
川

字
八
ツ
口
70

秋
田
わ
か
杉
国
体
潟
上
市

実
行
委
員
会
事
務
局

（
�
８
７
７
―
７
８
０
７
）

（
�
８
７
７
―
３
８
０
０
）

市民のまごころが選手の力になります

天王地区
相　撲　少年・成年男子
平成19年 ９/30�～10/３�

昭和、飯田川地区
レスリング　少年男子
平成19年 10/５�～10/８�

民泊受入家庭を
募集します

秋秋秋秋田田田田わわわわかかかか杉杉杉杉国国国国体体体体

潟上市合言葉
民泊愛称（キャッチコピー）

募集中！
５月10日が締切です

平成18年度�
スポーツセミナー�

日頃、運動したくても何をすればいいか分からない人や、
スポーツサークルに入りたくても知り合いがいなくてなかな
か入りづらいと思っている方々のために、身体を動かすきっ
かけや仲間づくりのきっかけのひとつとして、スポーツセミ
ナーを開催します。

◎ 用具は体育館で貸し出しいたします。
◎ 任意ですが、スポーツ傷害保険（一般1,500円）に加入さ
れることをお勧めします。複数の種目に加入しても同額で
す。

◎ 参加者が極端に少ない場合は、中止となる場合があります。
◎ 参加申込書は、各地区体育館とスポーツ振興課に用意して
います。

お問い合わせは…天王総合体育館（�878-3232）
昭和体育館（�877-6904）

曜　日 午前（10:00～12:00） 午後（19:00～21:00） 対　象

火曜日 ソフトテニス ソフトテニス 一　般

水曜日　　 ラージボール卓球　　　　バドミントン 一　般

木曜日　　 ミニテニス　　　　　　　ミニテニス 一　般

金曜日 バドミントン ラージボール卓球 一　般

天王総合体育館

曜　日 午前（９：30～11：30） 対　象

金曜日 昼のスポーツセミナー(ミニテニス・スポーツ吹矢など) 一　般

昭和体育館

【宿泊予定 ４日～６日間】

詳しくは広報４月１日号をご覧ください。
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今
年
も
五
月
を
中
心
に
「
赤
十
字

運
動
」が
全
国
的
に
展
開
さ
れ
ま
す
。

赤
十
字
は
、
国
内
外
の
災
害
救
護

を
は
じ
め
、
社
会
福
祉
活
動
や
医

療
・
血
液
事
業
な
ど
、
幅
広
い
分
野

で
人
道
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
潟
上
市
地
区
で

も
、
赤
十
字
協
賛
委
員
の
委
嘱
を
受

け
た
方
々
が
、
ご
家
庭
を
訪
問
し
ま

す
。
活
動
の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ

き
、
一
人
で
も
多
く
の
活
動
資
金
へ

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

お問い合わせは…
潟上市健康課　　　　　（�８５５－５１１５）
天王保健センター　　　（�８７８－６５７０）
飯田川保健福祉センター（�８５５－５１８０）

健康課

乳幼児健診日程表

※　受付時間は12時30分から13時までです。
母子手帳・アンケート用紙は、必ず持ってきてください。
アンケートはしっかり記入しましょう。

※　持ってくるもの：母子手帳・予診票（予診票はしっかり記入しましょう）

５月 ２日(火) 乳児健診 平成17年６・９・12月生 飯田川保健福祉センター

５月30日(火) １歳半児健診 平成16年８・９・10月生 昭和公民館

〈昭和・飯田川地区にお住まいの方〉※会場をよくご確認ください。

予防接種日程表

５月18日(木) 13時～13時30分 昭和公民館

５月30日(火) 13時～14時　 天王保健センター

〈ポリオ〉

保健福祉センター開放日

５月 １日(月) 10時～12時　 天王保健センター

５月12日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

５月15日(月) 〃　 天王保健センター

５月19日(金) 〃　　 飯田川保健福祉センター

５月22日(月) 〃　　　 天王保健センター

５月26日(金) 〃　　　　　　 飯田川保健福祉センター

育児相談日

５月 １日(月) 10時～12時 天王保健センター

５月26日(金) 〃　 飯田川保健福祉センター

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 時　　間 場　　　　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 対　　　象 受付時間 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

月日(曜日) 健診名 対　　象 場　　所

５月25日(木) 昭和公民館

〈ＢＣＧ〉

５月 ９日(火) ４ヵ月児健診　 平成17年12月生　　 天王保健センター

５月11日(木) ７ヵ月児健診　 平成17年 ９月生　　 天王保健センター

５月12日(金) 10ヵ月児健診　 平成17年 ６月生　　　　天王保健センター

５月16日(火) １歳半児健診　　 平成16年10月生　　　 天王保健センター

５月23日(火) ２歳半児歯科健診 平成15年９・10月生　　天王保健センター

〈天王地区にお住まいの方〉

５
月
は

５
月
は�

「
赤
十
字
運
動
月
間
」

「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す
で
す�
５
月
は�

「
赤
十
字
運
動
月
間
」
で
す�

５月26日(金)
９時30分～10時45分 ＪＡ秋田みなみ天王支所

12時00分～13時15分 ㈲大晃商事

13時30分～14時15分 北光電子

14時30分～16時00分 ㈱秋田中央機工

◎献血車巡回日程◎

ご協力のお願い�

献血は、手術や事故などで輸血の必要
な患者さんへ届けられる大切なものです。
潟上市でも献血車が巡回しています。

お近くにきた際には、ご協力をお願いし
ます。

赤十字水上安全法講習会を開催

赤十字では、毎年水による事故防止対策として、水
上安全法講習会を実施します。
講習内容は、水の事故防止・溺者救助法・心肺蘇生

法などです。満18歳以上の方で一定の泳力を有し、
全日程参加できる方を募集します。
と　　き ５月12日(金) ５月13日(土)

５月14日(日)
講習時間 ９時～17時
教 材 費 ２，０００円

お申込み・お問い合わせは…５月11日(木)までに
潟上市社会福祉課へ（�８５５－５１１２）

生後３ヵ月から７歳半未満

までに２回接種します。

生後３ヵ月から６ヵ月未満

までに１回接種します。

12時45分～

13時30分
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秋
田
の
二
宮
尊
徳
と
称
せ
ら

れ
、そ
の
生
涯
を
農
村
の
更
正
、

農
家
の
救
済
、
農
業
の
振
興
の

た
め
に
捧
げ
つ
く
し
た
農
聖
と

し
て
、
そ
の
高
名
は
県
内
の
み

な
ら
ず
全
国
に
知
ら
れ
て
い

る
。弘

化
二
年
（
一
八
四
五
年
）

三
月
二
十
五
日
秋
田
市
金
足
小

泉
の
農
家
、
奈
良
周
喜
治
の
二

男
と
し
て
生
ま
れ
、
二
十
一
歳

の
時
、
旧
昭
和
町
豊
川
山
田
の

石
川
長
十
郎
の
養
子
と
な
る
。

廃
藩
の
後
、
秋
田
県
勧
業
課
の

官
吏
に
出
任
。
三
十
三
歳
で
種

苗
交
換
会
を
創
設
し
、
今
日
の

全
県
的
一
大
行
事
の
礎
を
築
い

た
。明

治
十
五
年
、官
職
を
辞
し
、

居
村
救
済
に
着
手
。
三
十
一
年

か
ら
二
県
八
郡
四
十
九
カ
町
村

の
経
済
調
査
・
土
壌
調
査
を
開

始
し
、
七
三
一
冊
に
な
る
「
適

産
調
」
を
表
し
た
。

「
寝
て
居
て
人
を
起
こ
す
こ

と
な
か
れ
」
は
翁
の
金
言
と
し

て
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
翁

は
和
歌
に
も
秀
で
て
お
り
、
ま

た
多
く
の
著
書
を
著
し
た
。

翁
の
功
績
は
全
国
で
も
高
い

評
価
を
受
け
、
招
か
れ
て
は
る

ば
る
九
州
五
十
一
カ
所
を
講
演

行
脚
し
た
り
、
晩
年
は
県
内
に

お
い
て
、
仙
北
郡
強
首
村
（
現

大
仙
市
）
の
九
升
田
、
平
鹿
郡

角
間
川
木
内
（
現
横
手
市
）
の

両
部
落
復
興
の
指
導
に
当
た
る

な
ど
し
て
過
ご
し
た
。

大
正
四
年
九
月
八
日
、
七
十

一
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

石
川
理
紀
之
助
翁
の
郷

石
川
理
紀
之
助
翁
の
郷�

石
川
理
紀
之
助
翁
の
郷�

石
川
理
紀
之
助
は

利用案内

開館時間 ：４月～10月 ９時～16時30分
：11月～３月 ９時～16時

入 館 料 ：小学生・中学生　100円
：高校生・大学生　150円
：一般　　　　　　250円

休 館 日 ：毎週月曜日／祝祭日の翌日
：12月28日～１月３日

潟上市郷土文化保存伝習館は、石川理紀之助翁遺跡内（県指
定史跡）に建てられており、石川翁の遺著、遺稿、収集物や石
川翁の使用していた資料、研究誌などを保存、展示しています。
遺跡内には、石川翁が晩年生活した尚庵や、書庫、備荒倉、梅
の舎などもあり、見学することができます。

石川翁が読破した一万巻や日記、歌稿、適産書

や吉凶屏風、探針、旅行用具等の遺稿、遺品を保存していま

す。

三井文庫 晩年をすごした庵。自分が農民であることを忘れず、

それに応じた生活をしたことがうかがわれます。
尚庵
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図
書
館
本
館
に
は
、
閲
覧
コ

ー
ナ
ー
・
雑
誌
コ
ー
ナ
ー
・
コ

ミ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
市
民

の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る
い
ろ

い
ろ
な
ス
ペ
ー
ス
を
用
意
し
て

お
り
ま
す
。

今
回
は
「
幼
児
コ
ー
ナ
ー
」

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

南
西
に
位
置
す
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
は
、
一
日
中
太
陽
の
光
を

受
け
る
場
所
に
あ
り
、
床
暖
房

も
完
備
、
靴
を
脱
い
で
の
使
用

と
な
り
ま
す
。

絵
本
（
大
型
絵
本
あ
り
）
や

紙
芝
居
を
多
数
用
意
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
親
子
で
の
読
み
聞

か
せ
や
、
お
孫
さ
ん
へ
の
紙
芝

居
な
ど
、
気
ま
ま
な
時
間
に
自

由
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

生涯学習課５月行事
※今月の公民館の休館日は８日�です

【昭和公民館】（�877－5130）

●湖南大学（５月講座）
26日� 日帰り研修

●ほうかご元気塾　　
17日・24日・31日（各水曜日）

15時～ レイクプラザ
18日・25日（各木曜日）

15時～ 豊川地区館
●土よう日元気塾　
27日� 10時～

【飯田川公民館】（�877－6744）

●ことぶき大学園
〔普通科〕18日�　10時～ 開講式
〔軽スポーツ科〕

10日�　26日�
10時～　二荒山グラウンドゴルフ場

〔書道科〕９日・23日（各火曜日）
10時～

●生き生き女性セミナー
13日� ９時30分～

●英会話教室
（初級） 11日�　18時30分～
（中級） 18日�　18時30分～
●少年少女発明クラブ
13日� 10時～　若竹児童センター

●絵手紙教室
16日� 10時～

【天王公民館】（�878－4111）

●子育て母親教室
24日� 10時～

●はまなす女性学級
25日� 10時～

●お茶の間サロン
５日・12日・19日・26日（各金曜日）
９時～

【追分児童館】（�873－4889）

●ロープ人形「犬」づくり
６日� 14時～

●サツマイモを植えよう
17日� 15時～　

●３教室合同開催
料理、折り紙、アートフラワー
20日� 14時～

●地域交流会「草もち」用ヨモギ摘み
24日� 16時～

oshirase
oshirase
oshirase

oshirase
oshirase
oshirase

本
館
本
館
「
幼
児
コ
ー
ナ
ー
」

「
幼
児
コ
ー
ナ
ー
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介

　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介�

本
館
「
幼
児
コ
ー
ナ
ー
」�

　
　
　
　
　
　
　
　
紹
介�

飯田川地区の下虻川分館と飯塚分館・児童館が完
成し、４月より地域のみなさんにご利用いただいて
おります。
ご利用の際は、電話でご確認のうえ、申請書を提

出してください。
なお、申請書は飯田川公民館並びに教育委員会生

涯学習課にあります。
お問い合わせは…飯田川公民館（�877－6744）

（有線3800）

「下虻川分館」・「飯塚分館・児童館」

利 用 の お 知 ら せ

飯田川公民館では、平成18年度成人学級として
「絵手紙教室」を開講します。
絵手紙には決まったかき方も、形式もありませ

ん。自分が感じたままに自由にかけばよいのです。
あなたの想いがいっぱいにつまった絵手紙を、誰
かに送ってみませんか。

と　　き 毎月第３火曜日
10時～12時（５月～２月、計10回）

と こ ろ 飯田川公民館
受 講 料 １回500円（材料費）
募集人員 20人

お問い合わせは…飯田川公民館
（�877－6744）



行　事　予　定

「豊川油田の歴史と産業文化遺産」

（会場・ブルーメッセあきた　５月７日まで）

憲法記念日

祝　日

子どもの日

○天王地区保育園開放「らっこちゃん広場」

（二田・湖岸・追分・追分乳児保育園）

○出戸小運動会

○大久保小運動会　　○天王小運動会

○追分小運動会

○豊川小・豊川地区大運動会

○天王グリーンランドクロスカントリー大会　　　

（鞍掛沼公園陸上競技場　開会式９時）

○春の行政相談（～28日）

○献血車巡回日（日程は17Ｐに掲載）

○県民防災の日

○天王中体育祭
○潟上市交通安全協会総会
（八郎潟ハイツ15時～）

日

１

２

３

４

５

６

７

８

９

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

20

幼稚園や保育園にまだ入っていない子どもを対象に天王

地区の保育園（二田・湖岸・追分・追分乳児）を開放しま

す。絵本の読み聞かせや体操、遊具遊びなどを体験したり、

園内を散策します。

また、保護者同士の交流も楽しめます。保護者の方は、

子どもさんと一緒にお気軽にご近所の保育園においでくだ

さい。（事前の申込みは必要ありません）

と　き ５月10日（水）10時～11時

※６月からは、第１水曜日は、追分乳児保育

園・二田保育園、第２水曜日は追分保育園・湖

岸保育園を予定しています。各月の開放日は、

広報でお知らせします。

お問い合わせは…二田保育園（�878－3100）

湖岸保育園（�878－2230）

追分保育園（�873－5159）

追分乳児保育園（�873－2023）

天王地区保育園開放「らっこちゃん広場」のお知らせ

県では、町内会、ＰＴＡ、老人クラブなどが行う自主的

な防犯・防災活動に必要な活動経費を助成します。防犯パ

トロール、防犯・防災教室、安全マップの作成などが助成

対象になります。申請期限は５月19日（金）です。

お問い合わせは…潟上市生活環境課（�877－7802）

県安全・安心まちづくりチーム

（�860－1522）

防犯・防災活動に助成します

勤務場所 支援センターしょうわ（デイサービスセンター）

職　　種 介護相談員

資　　格 介護支援専門員（ケアマネージャー）

申込期限 ５月15日（月）まで履歴書を昭寿苑にお届け

ください。

お申込み・お問い合わせは…

特別養護老人ホーム「昭寿苑」（�877－6411）

社会福祉法人「昭和ふくし会」職員募集

平成19年３月に大学、短大、高専、専修学校を卒業予定

の学生を対象に、県内企業の採用担当者との面接会を開催

します。県内就職を希望する学生のみなさん、ぜひご参加

ください。

と　き ５月23日（火）13時～17時

会　場 秋田ビューホテル（秋田市中通）

お問い合わせは…県雇用労働政策課（�860－2334）

５／23 県合同就職面接会の開催

C A L E N D A R

曜

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

木

金

土

日

月

火

水

◆５月（MAY）の主な行事◆

ブルーメッセあきた
「春のガーデンフェア」
５月７日まで開催

ブルーメッセあきたでは、４月29日

（土）から５月７日（日）までの期間、

「春のガーデンフェア」を開催します。
期間中、チューリップやパンジー・ビ

オラの花々が鑑賞できるほか、春の草
花・花壇苗などの販売、市特産品祭り
を行います。お気軽にご来場ください。
お問い合わせは…ブルーメッセあきた

（�855－5041）

天王温泉くらら
ゴールデンウィーク
イベントのお知らせ
天王温泉くららでは、５月３日

（水）から５月７日（日）までの
５日間、ゴールデンウィークイベ
ントを行います。
イベント①得々生ビール390円

（通常480円）
イベント②得々ソフトクリーム

150円（通常270円）
イベント③お子様先着150人に

スナック菓子プレゼント
（５月５日限定）

お問い合わせは…天王温泉くらら
（�878－9877）
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「環境にやさしい農業の推進」をテーマに、生産者と消
費者がほ場でともに学びながら、交流を深める「畑の学校」
を開設します。
環境にやさしい野菜の栽培方法を学んだり、収穫したも

のの調理方法などについて交換交流をしてみたい消費者
（生徒）を募集します。
主　　催 天王生活研究グループ（会長　村山トミ）
募集人員 20人（先着）
品　　目 サツマイモ、トマト、枝豆、とうもころしなど
申込期限 ５月15日（月）まで産業課に電話でお申込み

ください。
お申込み・お問い合わせは…

潟上市産業課（�855－5120）

「畑の学校」生徒を
募集します

潟上市では、体験農園を開設しています。自然の中で農
業に親しみ、手軽に自家野菜などの栽培を体験してみませ
んか。
開設場所 潟上市昭和大久保字北野武利子沢地内
募集区画 10区画
面　　積 １区画 50㎡
使 用 料 １区画 1,500円／年
申込期限 ５月９日（火）

※申込み多数の場合は抽選を行います。
お申込み・お問い合わせは…

潟上市産業課（�855－5120）

平成18年度体験農園入園者を募集

天王海洋クラブ・天王海洋少年団では、マリンスポーツ
に関心のある方を募集します。
主な活動 カヌー、ヨット、カッターなど
入会資格 小学生以上の健康な男女
お問い合わせは…潟上市教育委員会スポーツ振興課内
天王海洋クラブ・海洋少年団事務局（�877－7806）

天王海洋クラブ会員・天王海洋少年団員を募集

勤務場所 市内保育園
募集人員 若干名
応募資格 保育士：昭和26年以降に生まれた方（55歳以下）
勤務時間 午前７時30分～午後６時30分までの１日７時間

の変則勤務
期　　間 平成18年５月15日～平成19年３月31日
賃　　金 １時間　750円
保　　険 社会保険
申込期限 ５月10日（水）まで総務学事課に履歴書（写真

添付）を提出してください。

勤務場所 昭和中央保育園
募集人員 １人（産休代替）
応募資格 保育士：昭和26年以降に生まれた方（55歳以下）
勤務時間 午前７時30分～午後６時30分までの１日８時間

の変則勤務
期　　間 平成18年６月８日～平成19年３月31日
賃　　金 １時間　750円
保　　険 社会保険
申込期限 ５月10日（水）まで総務学事課に履歴書（写真

添付）を提出してください。

勤務場所 飯田川Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
募集人員 ６人（学生可…高校生以上）
応募資格 昭和21年以降に生まれた方（60歳以下）
勤務内容 プール遊泳者の監視、施設の衛生管理、受付など
勤務時間 ９時～20時（交代制）
任用期間 平成18年６月１日～平成18年９月30日

（オープン期間の変更あり）
※学生の方は、土日・平日夜・夏休み期間とな
ります。

賃　　金 １時間　700円
申込期限 ５月12日（金）まで総務学事課に履歴書（写真

添付）を提出してください。

勤務場所 天王Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
募集人員 ４人
応募資格 昭和21年以降に生まれた方（60歳以下の一般）
勤務内容 プール遊泳者の監視、施設の衛生管理、受付など
勤務時間 ９時～19時（交代制）
任用期間 平成18年６月１日～平成18年９月30日

（オープン期間の変更あり）
賃　　金 １時間　700円
申込期限 ５月12日（金）まで総務学事課に履歴書（写真

添付）を提出してください。

臨時保育士・プール監視人のお申込み・お問い合わせは…
〒018-1595 潟上市飯田川下虻川字八ツ口70
潟上市教育委員会総務学事課（�877－7803）

Ｂ＆Ｇ海洋センタープール
監視人を募集します

市教育委員会からお知らせ

臨時保育士を募集します
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四
月
七
日
、
天
王
地
区
の
菊
地
徳

之
助
さ
ん
（
上
出
戸
）
が
満
百
歳
を

迎
え
、
こ
の
日
、
石
川
市
長
を
は
じ

め
、
県
関
係
者
が
自
宅
を
訪
れ
て
市

か
ら
敬
老
祝
い
金
と
感
謝
状
、賞
詞
、

県
か
ら
記
念
品
な
ど
を
贈
り
ま
し

た
。菊

地
さ
ん
は
、
明
治
三
十
九
年
四

月
七
日
生
ま
れ
。
長
男
の
金
美
さ
ん

（
農
業
）
家
族
と
の
八
人
暮
ら
し
で

す
。
八
十
歳
代
の
頃
ま
で
瓜
や
ス
イ

カ
、
ト
マ
ト
な
ど
の
野
菜
農
家
を
営

み
、
生
計
を
た
て
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
金
美
さ
ん
が
農
業
を
受

け
継
ぎ
、
平
成
十
四
年
に
大
久
保
出

身
の
妻
・
ト
ミ
エ
さ
ん
が
他
界
。
徳

之
助
さ
ん
は
健
康
づ
く
り
の
た
め
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
の
普
及
・
発
展
に

尽
力
さ
れ
、
今
年
二
月
に
は
市
体
育

協
会
か
ら
特
別
功
労
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

現
在
、
徳
之
助
さ
ん
は
食
欲
も
旺

盛
で
足
腰
も
し
っ
か
り
と
し
て
い
ま

す
。
朝
六
時
半
頃
に
は
起
床
し
、
テ

レ
ビ
の
相
撲
観
戦
が
一
日
の
楽
し
み

で
す
。
こ
の
日
、
石
川
市
長
か
ら
花

束
が
手
渡
さ
れ
、
徳
之
助
さ
ん
は

「
本
当
に
あ
り
が
た
い
こ
と
で
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」
と
満

面
の
笑
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

現
代
は
家
庭
を
持
っ
て
、
子
ど
も

が
で
き
、
孫
が
で
き
て
、
古
里
の
実

家
に
里
帰
り
す
る
よ
り
も
家
族
で
海

外
旅
行
や
温
泉
に
行
っ
た
り
と
、
そ

れ
ぞ
れ
に
楽
し
み
を
見
つ
け
て
生
活

し
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
で
す
。
そ

う
は
い
っ
て
も
、
古
里
に
帰
る
と
み

ん
な
と
会
え
、
う
れ
し
い
で
す
。
帰

る
実
家
が
あ
る
っ
て
こ
と
は
幸
せ
だ

な
と
思
い
ま
す
。

た
び
た
び
里
帰
り
す
る
わ
け
に
も

行
き
ま
せ
ん
の
で
、
首
都
圏
に
出
て

き
て
い
る
同
期
生
と
会
う
こ
と
で
気

持
ち
が
癒
さ
れ
ま
す
。
友
達
同
士
で

集
ま
り
、
子
ど
も
時
代
や
現
在
の
出

来
事
に
話
題
が
移
っ
て
、
そ
れ
は
そ

れ
は
楽
し
い
も
の
で
す
。

私
た
ち
「
三
八
会
」
は
、
頻
繁
に

会
っ
て
は
飲
ん
で
、
歌
っ
て
、
話
に

花
を
咲
か
せ
て
い
ま
す
。
兄
弟
以
上

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

私
自
身
は
、
仕
事
の
都
合
上
、
毎
回

は
出
席
で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
で
も

会
え
ば
楽
し
い
と
思
い
ま
す
し
、
幼

友
達
は
本
当
に
良
い
も
の
で
、
心
の

財
産
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

今
、「
う
つ
病
」
に
な
る
人
が
多

い
と
い
い
ま
す
。
幼
友
達
が
集
い
、

昔
に
か
え
っ
て
賑
や
か
に
し
て
い
る

と
、「
う
つ
」
も
ど
こ
か
に
吹
っ
飛

ん
で
し
ま
う
の
で
は
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
子
育
て
か
ら
開
放
さ
れ
た

方
は
、
ぜ
ひ
幼
友
達
と
会
っ
て
み
て

く
だ
さ
い
。
職
場
の
方
た
ち
や
家
族

と
は
、
ま
た
違
っ
た
開
放
感
を
味
わ

え
る
こ
と
、
請
け
合
い
で
す
。

「
潟
上
市
ふ
る
さ
と
昭
和
会
」
で

も
、
感
激
の
対
面
が
た
く
さ
ん
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。
大
久
保
か
ら
も

「
新
関
さ
さ
ら
」
を
舞
い
に
来
て
く

だ
さ
り
、
今
で
は
か
つ
て
の
同
級
生

が
講
師
を
し
て
、
さ
さ
ら
会
を
存
続

さ
せ
て
い
こ
う
と
一
生
懸
命
で
、
感

激
し
て
い
ま
す
。

私
な
ん
か
、
わ
が
ま
ま
一
杯
の
毎

日
で
す
が
、
ま
だ
ま
だ
い
ろ
い
ろ
な

所
で
身
体
に
鞭
打
っ
て
頑
張
っ
て
い

る
方
が
、
大
勢
い
る
こ
と
を
誇
り
に

思
い
ま
す
。

今号から市民のみなさんから登場し
ていただく「市民のひろば」を新たに
企画しました。
このコーナーは、読者の声を受けて、
次代を担う子どもから各分野で活躍し
ている市民を広く紹介し、市民の交流
の場とするものです。
「地域でがんばっている人がいる」

「自慢の孫を紹介したい」「市民として
提言したい」など、市民からの情報や
お便りをお待ちしています。
ご希望の方は、総合政策課広報統計

班まで電話・FAX、ハガキ・メールで
ご連絡ください。
【あて先】
〒010－0201 
潟上市天王字上江川47－100
潟上市役所天王第2庁舎　総合政策課
�878－9802、�878－2369

KATAGAM
I

お
便
り

お
便
り�

お
便
り�

この人インタビュー

菊
地
徳
之
助
さ
ん
が
満
一
〇
〇
歳

人
生
を
有
意
義
に

充
実
す
る
た
め
に

目
時
　
ゆ
み
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
海
老
名
市
在
住
）

旧
姓
・
佐
藤
　
昭
和
大
久
保
山
神
出
身

菊地徳之助さん
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公園の滑り台が大好きな依
い

吹
ぶき

ちゃん（２歳）です。

お風呂でするシャボン玉も上手にできるようにな

ってきました。最近は、ますますおしゃべりが上手

になり、話す内容にはいつも驚かされます。

思いやりのある優しい女の子になってネ。

お父さん　鈴木　　渡さん（天王二田）

お母さん　　　　和穂さん

お誕生おめでとう

＜飯田川地区＞
◆３/７ 菊　地　チ　ヨさん

（和　田、93歳）

◆３/20 田　仲　孝一郎さん
（飯浜下、86歳）

◆３/24 門　間　京　子さん
（羽立３、77歳）

＜昭和地区＞
◆３/３ 石　井　信　雄さん

（下谷地、68歳）

◆３/４ 三　浦　芳　光さん
（元　木、58歳）

◆３/４ 原　オミナさん
（野村下、92歳）

◆３/４ 青　木　ミ　サさん
（大郷守、85歳）

◆３/４ 鎌　田　善　治さん
（駅　前、79歳）

◆３/13 舘　岡　トキヱさん
（宮の前、85歳）

◆３/17 田　中　　　猛さん
（アミダ堂、83歳）

◆３/19 �　永　テ　イさん
（駅　前、90歳）

◆３/22 伊　藤　政　美さん
（大郷守、74歳）

◆３/23 原　富　雄さん
（野村下、78歳）

◆３/27 播　摩　ツ　ヤさん
（上　町、90歳）

◆３/27 佐々木　キ　ナさん
（天神下、87歳）

◆３/29 菅　原　イ　ワさん
（天神下、95歳）

＜天王地区＞
◆２/27 内　藤　フミヱさん

（上北野、76歳）

◆３/１ 渡　部　カネオさん
（北　野、88歳）

◆３/２ 関　　　　　勲さん
（北　野、74歳）

◆３/４ 赤　坂　ア　ヤさん
（北　野、85歳）

◆３/８ 菊　地　カネノさん
（上出戸、83歳）

◆３/10 工　藤　ハルノさん
（鶴沼台、86歳）

◆３/10 成　田　ナ　ミさん
（上北野、83歳）

◆３/17 大　友　テ　ツさん
（宮の後、73歳）

◆３/19 佐々木　ツ　ナさん
（ハラヘ、85歳）

◆３/21 舩　木　キクヱさん
（鶴沼台、91歳）

◆３/26 石　川　キヨヱさん
（上北野、85歳）

◆３/29 児　玉　好　藏さん
（天　王、79歳）

◆３/27 工　藤　郁　夫さん
（追　分、67歳）

＜飯田川地区＞

*門　間　奏
そ う

汰
た

くん　
（羽立２、慎　一・由　布）

*舘　岡　稀
き

龍
りゅう

くん　
（飯塚下、勝　輝・妹　子）

*幸　坂　朱
あ か

莉
り

ちゃん
（羽立３、彰　人・友　美）

＜昭和地区＞

*佐々木　亜
あ

純
ず み

ちゃん
（船　橋、 求　・　歩　）

*伊　藤　真
ま

尋
ひ ろ

くん　
（新関２、隆　彦・愛　香）

＜天王地区＞

*佐　藤　豪
ご う

飛
ひ

くん　
（二　田、 大　・めぐみ）

*舘　岡　芳乃香
ほ の か

ちゃん
（北　野、�　行・和　枝）

*後　藤　健
け ん

介
す け

くん　
（二　田、賢一郎・直　美）

*櫻　庭　果
か

怜
れ ん

ちゃん
（上北野、雅　也・真由美）

*齊　藤　叶
と

愛
あ

ちゃん
（上江川、 一　・理　那）

*菅　原　佑
ゆ う

星
せ い

くん　
（長　沼、卓　也・　希　）

*大　関　李
り

恋
こ

ちゃん
（二　田、謙　二・香　李）

*鈴　木　楓
ふ う

丸
ま

くん　
（上北野、亮　二・靖　子）

*杉　本　志
し

琉
りゅう

くん　
（北　野、 豊　・はづき）

*鈴　木　　　緋
あ か

ちゃん
（羽　立、貞　彦・光　子）

*加　藤　優
ゆ う

菜
な

ちゃん
（上北野、茂　樹・美咲子）

*安　田　妃
き

良
ら

ちゃん
（北　野、貴　志・直　子）

*鎌　田　咲
さ く

来
ら

ちゃん
（上北野、光　誠・知　子）

*安　田　未
み

夢
ゆ

ちゃん
（北　野、和　人・里　子）

*目　黒　春
は る

奈
な

ちゃん
（中羽立、智　生・由紀子）

*成　田　　　丈
じょう

くん　
（上北野、孝　次・千　秋）

「出生」「死亡」は住民基本台帳

３月１日～３月31日届出分を

掲載

おくやみを申し上げます

ふるさと昭和会に三八会のメンバーが勢揃い。前列中央が新関ささら会
の菅原留市さん。前列左端が私、目時ゆみ子です。

潟上市ふるさと昭和会
地元で交流会を開催します
この度、故郷を訪れて地元のみなさんと交流を

図りたいと、希望者がこちらからバス１台で一緒
に出かけます。お忙しい時期ではありますが、地
元のみなさんのご参加をお待ちしています。
○と　き　５月５日�　午後６時から
○ところ　レストラン花の大地（ブルーメッセ）
○会　費　5,000円
お問い合わせは…ツアー事務局　杉山幸夫

（�0462－54－7090）
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古紙配合率100％再生紙
を使用しています。

市では、市長と市民みなさんのホットライン化を
図るため、「市長面会日～ようこそ市長室へ」を開設
しています。
市民参加の活力あるまちづくりに「あなたの声」を
市長にお届けください。
＜５月の面会日＞
●５月19日（金）10時～12時　天王地区
●５月19日（金）13時～15時　昭和地区・飯田川地区
面会を希望する方は…５月10日（水）15時までに

潟上市総合政策課（�878－9802）
へお申込みください。

▼
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し
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世帯数　　12,482世帯（－34）
人　口　　35,981人（－139）
うち男性　17,198人（－84）
女性　18,783人（－55）

※住民基本台帳　３月31日現在
（ ）内は前月比

第39回全県ふな釣り大会が、４月23日、飯田川釣同
好会及び潟上市観光協会共催で、潟上市・昭和飯田川商
工会・秋田魁新報社の後援により開催されました。
受付時間の午前４時には、市内外から71人の参加者が

あり、受付を済ませたあと、午前４時30分から飯田川地
区の承水路や河口付近で競技を開始しました。
この日は、絶好の釣り日和。市内や

近隣の市町村、遠くは大仙市から参加
した方もあり、家族連れやベテランの
太公望たちで賑わいました。
また、会場ではふなの塩焼きやみ

そ田楽、薫製などが参加者に振る舞
われ、とても好評でした。釣り上げ
た一部は、特別養護老人ホームわか
ば園に贈られました。

親子で参加した間杉祐
ひろ

子
こ

さん・築
きずく

くん（飯田川
下虻川）。築くんのおじいさんは、大人の部第３位
で大物賞を獲得した間杉弘久さんです。
「ふな釣りはとても楽しい」と話す間杉さん親

子は３回目の参加。２年連続で子どもの部第３位
となった築くんは「来年も参加して絶対優勝した
い！」と元気な声で話していました。おじいさん
のアドバイスを受けて、来年こそ優勝だ！

第39回 全県ふな釣り大会
好天のなか釣果を競う
優勝者は過去最高の11.6キロ

競技の結果（敬称略）
●一般の部
第１位…畠山敏男（八郎潟町）11.60㎏
第２位…門間隆男（飯田川下虻川）4.76㎏
第３位…間杉弘久（飯田川下虻川）4.20㎏
●少年の部
第１位…武田健太郎（秋田市）0.64㎏
第２位…伊藤友紀（秋田市）0.46㎏
第３位…間杉　築（飯田川下虻川）0.44㎏
●大物賞…間杉弘久（飯田川下虻川）

ヘラブナ38.6㎝

▲写真前列左から、子どもの部優勝武田くん、
大物賞の間杉さん、大人の部優勝畠山さん

▲好評のみそ田楽


